
重
点
②
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
た
人
々

を
支
え
る

重
点
③
民
生
委
員
・
児
童
委
員
制
度
を

守
り
発
展
さ
せ
る

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員（
以
下「
委
員
」）

は
、
民
生
委
員
法
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
地
域
の「
見
守
り
役
」

「
身
近
な
相
談
相
手
」「
専
門
機
関
へ
の
つ

な
ぎ
役
」と
し
て
地
域
に
根
差
し
た
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

　
「
民
生
委
員
」は「
児
童
委
員
」を
兼
ね
、

地
域
住
民
の
一
員
と
し
て
担
当
区
域
の
高

齢
者
や
障
が
い
者
、
子
ど
も
等
と
そ
の
家

族
か
ら
の
相
談
を
受
け
、
適
切
な
機
関
に

つ
な
ぐ
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す（
秋
田
県

内
約
３
１
０
０
名
）。
ま
た
、
児
童
委
員

の
中
で
も
、
主
に
子
ど
も
や
子
育
て
家
庭

に
関
す
る
こ
と
を
担
当
す
る「
主
任
児
童

委
員
」は
、
学
校
等
と
連
携
し
な
が
ら
子

育
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す（
秋
田
県
内

約
３
２
０
名
）。
と
も
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
活
動
費
支
給
）で
活
動
し
て
お
り
、
安
心

し
て
相
談
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
法
に
よ

る
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
担
当
委
員
に
関
し
て
は
、
お
住

い
の
市
役
所
又
は
町
村
役
場
の
福
祉
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」に
な
り
ま
せ
ん
か
？

　

今
年
12
月
に
３
年
に
１
度
の
一
斉
改
選

を
迎
え
ま
す
。
地
域
住
民
の
生
活
を
支
え

る
や
り
が
い
の
あ
る
活
動
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

委
員
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
い
！

　

委
員
活
動
を
継
続
・
充
実
さ
せ
る
た
め

に
は
、
ご
家
族
を
は
じ
め
、
自
治
会
・
町

内
会
等
の
地
域
活
動
団
体
、
職
場
の
理
解

が
必
要
不
可
欠
で
す
。
ま
た
、
行
政
や
社

会
福
祉
協
議
会（
以
下「
社
協
」）等
の
専
門

機
関
と
の
協
力
体
制
が
重
要
で
す
。

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
内
容

　

能
代
市
の
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
実
効
性
の
あ

る
活
動
を
実
現
す
る
た
め
に『
活
動
強
化

方
策
』を
策
定
し
、
そ
の
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
『
能
代
市
地
域
福
祉
計
画
・
活
動
計
画
』

と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
地
域
福
祉
の

推
進
を
図
る
／
地
域
住
民
・
地
域
団
体
の

主
催
す
る
行
事
等
へ
積
極
的
に
参
加
し
連

携
を
深
め
る
／
子
供
た
ち
の「
身
近
な
大

人
」と
な
り
、
地
域
全
体
で
子
育
て
を
応

援
す
る
。

　

�

　

地
域
住
民
へ
の
積
極
的
な
訪
問
活
動
を

通
じ
て
、
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
／
課
題

を
抱
え
た
地
域
住
民
の
代
弁
者
と
し
て
行

政
等
へ
の
意
見
具
申
、
提
言
活
動
を
強
化

す
る
／
社
協
と
連
携
・
協
働
し
、
社
会
福

祉
事
業
者
と
の
連
携
を
促
進
す
る
。

　

�

　

地
域
住
民
へ
の
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を

展
開
し
、
地
域
に
お
け
る
認
知
度
を
高
め

る
／
地
区
定
例
会
を
充
実
さ
せ
、
研
修
会

等
へ
の
積
極
的
な
参
加
に
努
め
る
／
法
に

基
づ
く
守
秘
義
務
を
自
覚
し
、
遵
守
に
努

め
る
。

　

こ
の『
強
化
方
策
』を
指
針
と
し
て
、
地

域
に
お
け
る
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
共
通

認
識
し
、
個
々
の
力
を
結
集
さ
せ
て
、「
支

え
合
い
・
助
け
合
い
の
地
域
福
祉
の
推
進
」

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

●
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
の
連
携

　

能
代
市
で
は
、
能
代
市
民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
の
事
務
局
を
能
代
市
社
協
が

担
っ
て
い
ま
す
。
毎
月
開
催
さ
れ
る
会
長

会
で
は
各
地
区
会
長
、
行
政
、
事
務
局
に

よ
り
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

同
様
に
、
市
内
十
地
区
の
定
例
会
に
は
地

区
担
当
の
丸
ご
と
相
談
員
が
出
席
し
、
社

協
の
取
組
や
各
種
課
題
等
に
つ
い
て
の
情

報
交
換
、
情
報
共
有
を
行
っ
て
お
り
、
内

容
に
よ
っ
て
は
、
個
々
に
状
況
の
確
認
作

業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

日
常
生
活
で
住
民
や
家
族
が
抱
え
る
生

き
づ
ら
さ
や
困
難
さ
が
複
雑
化
・
多
様
化

し
て
い
る
中
で
、
住
民
に
最
も
身
近
な
存

在
で
あ
る
委
員
と
一
緒
に
な
っ
て
状
況
を

把
握
し
、
関
係
機
関
に
つ
な
い
で
い
く
こ

と
が
重
要
と
の
認
識
に
基
づ
い
た
も
の
で

す
。

　

こ
の
取
組
に
よ
り
、
地
区
の
委
員
と
社

協
職
員
と
の
顔
の
見
え
る
関
係
性
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
て
お
り
、
地
域
福
祉
を
推

進
す
る
上
で
、
連
携
・
協
働
の
構
築
の
第

一
歩
と
な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

事
業
と
し
て
特
徴
的
な
も
の
で
は
、
在

宅
高
齢
者
調
査
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
は
、
能
代
市
か
ら
の
受
託
事
業
で
す

が
、
対
象
と
な
る
住
民
の
デ
ー
タ
は
約

８
千
７
百
件
に
も
及
び
、
緊
急
時
に
お
け

る
安
否
確
認
や
家
族
へ
の
連
絡
等
に
活
用

し
迅
速
な
対
応
に
つ
な
が
る
な
ど
、
非
常

に
有
効
な
情
報
と
し
て
管
理
・
運
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

委
員
が
不
在
の
地
区
も
増
え
て
い
ま
す

が
、
そ
の
対
応
と
し
て
社
協
の
巡
回
相
談

員
が
補
完
す
る
な
ど
、
相
互
の
連
携
の
も

と
で
円
滑
に
調
査
事
業
は
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

委
員
と
社
協
が
と
も
に
、
関
係
機
関
・

団
体
と
連
携
や
交
流
を
図
り
、
地
域
住
民

と
の
信
頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
積
極
的
な

活
動
を
行
う
こ
と
で
、
支
え
合
い
・
助
け

合
い
の
地
域
福
祉
の
推
進
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

支えあう
住みよい社会
地域から

地
域
の
身
近
な
相
談
相
手

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
主
任
児
童
委
員
の

活
動
を
紹
介
し
ま
す

秋
田
県
民
生
児
童
委
員
協
議
会

（
事
務
局
：
秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
１
８
）８
６
４
ー
２
７
１
４

お
問
い
合
わ
せ
先

重
点
①
地
域
の
つ
な
が
り
、
地
域
力
を

高
め
る

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
の
協
働

（
能
代
市
社
会
福
祉
協
議
会
）
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